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製造現場の情報連携を実現する
PSLXプラットフォーム計画

２００８年６月

NPO法人ものづくりAPS推進機構

http://www.apsom.org
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製造業のIT化の方向性

• 階層的で自律分散型の意思決定

– 現場知識の有効活用、ボトムアップとトップダウンの融合

• 計画とスケジューリングの統合

– 実行可能な計画立案、ダイナミックなスケジュール変更

• 問題の可視化と人中心の改善活動

– 過去、現在、そして将来の状況の可視化、問題の可視化

• 持続的進化可能な情報システム

– PDCA型のシステム開発、現場とともに変化するしくみ
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情報連携の３つの軸

受注情報

発注情報

企業内
サプライチェーン

製品情報

設備情報

企業内
エンジニアリング
チェーン

経営情報

実行情報

製造業における現場の役割

現場中心の問題解決
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従来の情報システム
の構成

今後の情報システム
の構成

巨大な
ＤＢ ミニ

ＤＢ

ミニＤＢ

業務Ａ

業務Ｂ

遠隔地

業務Ａ

業務Ｂ

遠隔地

XML
メッセージ

統合ＣＳ
モデル 分散データ

モデル

自律分散型の情報システム

出所 PSLX技術仕様書V2「エンタープライズモデル」
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参考文献：PSLX標準仕様書V2

• 第1部：エンタープライズモデル

• 第2部：業務アクティビティモデル

• 第3部：業務オブジェクトモデル（第二版）

• 第4部：オントロジと情報モデル

• 第5部：XMLスキーマ

• 第6部：RDBスキーマ

http://www.pslx.org/jp/2008年1月勧告2008年1月勧告
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標準仕様
の開発

共通部品
の開発

問題の
共有

解決策の
普及PSLX標準仕様

バージョン２

OASIS PPS
標準仕様

PSLX共通

コンポーネント

PSLX開発

支援ツール
実装
事例等

参照モデル等

サンプル
帳票

失敗事例

プラットフォーム構築の要素
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生産管理

在庫管理

品質管理

保守管理

スケジューリング

スケジューラの重要性

何を
いつ
何個
作るか？

何を
いつ
何個
運ぶか？

どの品目を
いつ
どうやって
検査するか？

どの設備を
いつ
どうやって
保守するか？

現場業務の視点より
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スケジューリング

技術情報管理

ディスパッチング
モニタリング

データ収集＆解析設置および改善

スケジューラの重要性

要素機能
の視点より

実際の生産ラインの
状況がタイムリーに
把握できない。

マスターのメンテナンスを
継続的に行うことが

できない。



©2008 APSOM. All rights reserved

PSLX標準仕様V2
の使い方
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PSLXパート２の使い方
（業務アクティビティ）
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ＳＯＡにおけるコンポーネント

外部と最大１往復の
やりとりをする単位／
イベントで駆動する単位

アプリケーション
ユースケース

業務アクティビティ

業務機能ブロック

ソフトウェア
コンポーネント

アプリケーション
コンポーネント

再利用可能な
ソフトウェアの単位

状況に応じて機能を
実行する単位／アプリ
ケーションの利用パターン

業務における機能
の単位

企業における
まとまった業務の単位



©2008 APSOM. All rights reserved

ディスパッチャ

スーパバイザリ・コントローラ

論物変換

進捗管理

スケジューラ

生産管理

受注管理

制御機器

モニタ

論物変換

生産計画

ＨＭＩ

在庫管理

購買管理

入出庫管理

仕掛品管理

現品（ロット）
管理

ビジ
ネス層
（レベル４）

実行
制御層
（レベル２）

現場
管理層
（レベル３）

リアル
タイム層
（レベル１）

センサ機器

論物変換

生産計画生産計画
生産実績生産実績

受注オーダ受注オーダ

生産オーダ生産オーダ

予定作業予定作業

実績作業実績作業

実行指示実行指示

在庫情報在庫情報

アラームアラーム

履歴値履歴値

状態値状態値

稼動実績稼動実績

設定値設定値

納期回答納期回答
購買オーダ購買オーダ 購買要求購買要求

在庫照会在庫照会

ロット情報ロット情報

入出庫実績入出庫実績入出庫予定入出庫予定

予定作業予定作業
入出庫予定入出庫予定

実績作業実績作業

入出庫実績入出庫実績

実行指示実行指示

状態値状態値

計測値計測値

棚卸数量棚卸数量

生産管理／在庫管理生産管理／在庫管理

計測値計測値

生産結果生産結果

SCF2007開発仕様書より
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ＭＥＳサーバ 情報連携方法
区分 情報名 タイプ プロトコル 通信相手

入力 生産オーダ RDB SQL(ODBC) 生産管理サーバ

出力 生産結果 RDB SQL(ODBC) 生産管理サーバ

入力 予定作業 XML ActiveMQ スケジューラ

出力 実績作業 XML ActiveMQ スケジューラ

出力 入庫情報 XML ActiveMQ スケジューラ

出力 出庫情報 XML ActiveMQ スケジューラ

出力 装置情報 XML ActiveMQ スケジューラ

入力 故障情報 XML ActiveMQ ＰＩＭＳサーバ

出力 稼動実績 XML ActiveMQ 保全管理

入力 故障情報 XML ActiveMQ 保全管理

入力 入庫情報 RDB SQL(ODBC) 仕掛品管理

入力 出庫情報 RDB SQL(ODBC) 仕掛品管理

出力 予定作業 XML ActiveMQ ＭＥＳアプリ

入力 実績作業 XML ActiveMQ ＭＥＳアプリ

入力 故障通知 XML ActiveMQ ＭＥＳアプリ

入力 復旧通知 XML ActiveMQ ＭＥＳアプリ

出力 実行指示 XML OPC UA OPC UAサーバ

入力 装置情報（完了） XML OPC UA OPC UAサーバ

入力 装置情報（異常） XML OPC UA OPC UAサーバ

SCF2007開発仕様書より
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作業指示トランザクション

ライン状態チェック

作業指示候補を
選択

コマンド起動
または起動メッセージ

PPS:Get/Show

PlantValue
（各ラインの
完了フラグ）

作業実績（開始）を
登録

PPS:Add

PPS:Add

OperationRecord

製造情報
ハブ

①

PPS:Get/Show

OperationSchedule

PSLX
サーバ

PlantValue+Action
（対象ラインの開始フラグ）

実行指示を送信

PSLX
サーバ

①

①

②

②

製造情報
ハブ

指示情報

SCF2007開発仕様書より
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パート３（業務オブジェクト）の使い方

個別の業務オブジェクト説明

カテゴリごとのオブジェクト関連図
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PSLXパート６（RDB）の使い方
http://www.pslx.org/jp/specifications/rdb/

会員限定会員限定

★SQLサーバ用定義ファイル配布可能
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業務メッセージ

Documentドメイン文書

ドメイン文書

メッセージ
制御情報

Domain Objectドメインオブジェクト

Add - Confirm Change -
Confirm

Remove -
Confirm

Get - Show Sync - Notify

Any elements
defined In profile

<Condition>
<Selection>
<Header>…

<Plan>
<Order>
<Party>
<Item>
<Resource>
<Process>
<Lot>
<Task>
<Operation>

PSLXパート５／OASIS PPS仕様
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業務オブジェクトの対応

プリミティブ
オブジェクト

業務
オブジェクト

*

<Plan>
<Order>
<Party>
<Item>
<Resource>
<Process>
<Lot>
<Task>
<Operation>

<Resource type=“Personnel”>
<Spec type=“name” value=“Group1”/>
<Spec type=“section” value=“S1”/>
<Spec type=“grade” value=“A”/>
<Spec type=“rate” value=“high”/>
<Date value=“2007-07-11:10:00:00”/>

</Resource>

Product / Material
Customer / Supplier
Sales Order / Purchase Order
Production Order
Inventory Order
Production Plan
Capacity Plan
Production Process
Inventory Process
Maintenance Process
QA Process
Resource Capacity
Equipment Capacity
Personnel Capacity
Routing Record
Equipment Record
Personnel Record
Equipment / Personnel
Lot / Task / Operation
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XMLによる照会の方法

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

ドメイン文書

メッセージ制御情報

Condition

Selection

Get メッセージ

1) Condition要素がデータベース内のオブジェクトを

選択する。

オブジェクト

Show 
メッセージ

プロパティ
2) その上で Selection要素が返信メッセージ

に含めるプロパティ項目を指定する
注）すべてのプロパティが
返信されるわけではない



©2008 APSOM. All rights reserved

実装
プロファイル１

実装
プロファイル２

アプリケーションプロファイル定義

(プログラム 1)

(プログラム 2)

K H A C G J P U M

A G J P M

K A C G M

可能な

情報交換

プロファイルによる個別拡張方法
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PPS仕様書およびXMLスキーマ

ダウンロード可能（日本語版あり）

OASIS PPS委員会にて

承認された仕様書

http://www.oasis-open.org/
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PSLXプラットフォーム概要
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PSLXプラットフォームとは

• マスターデータの共有
– PSLXプラットフォーム対応アプリケーションは、プラット
フォーム上のマスターデータを（カスタマイズなしで）利用
できる。

• トランザクションデータの共有
– PSLXプラットフォーム対応アプリケーションは、プラット
フォーム上の他のアプリケーションとの間でトランザクショ
ンデータの受け渡しが（カスタマイズなしで）できる。

• アプリケーション機能の共有
– PSLXプラットフォーム対応アプリケーションは、必要以上
の機能（他のアプリケーションと重複する機能）を持たなく
てすむ。
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PSLXプラットフォームの意味

• 製造業にとって
– 現場特有の事情を考慮した簡単なアプリケーショ
ンを独自に製作可能となる。

• アプリケーションベンダにとって
– 得意とする業務ロジックやアプリケーション開発
に経営資源を集中できる。

• インテグレータにとって
– 幅広い顧客に対し、きめ細かなソリューションを
ベストオブブリードで提供できる。
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メッセージ
サーバー

データベース
（内部に隠蔽）

アプリケーション
ロジック

GUI

サーバー
として連携

クライアント
として連携

担当者

アプリケーションの基本構成

データベースを隠蔽する！！
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PSLXプラットフォーム対応とは

• PSLX準拠のXMLが読める／書ける

• PSLX準拠のメッセージが送信／受信できる

• PSLX準拠のメッセージ送受信において
OASIS PPSのフル仕様が実装されている

PSLX準拠のXML

OASIS PPS委員会仕様にもとづいた表記

PSLXパート5にもとづいたプロファイル利用
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プロファイルの対応

PSLXマスタ連携機能
電子部品業界用品目マスタ（003）対応
電子機器業界用品目マスタ(003) 対応
自動車部品業界用品目マスタ(041) 対応

PSLXトランザクション連携機能
作業指示データ(038) 対応
作業実績データ(044) 対応
在庫実績データ(016) 対応

PSLXマスタ連携機能
電子部品業界用品目マスタ（003）対応
電子機器業界用品目マスタ(003) 対応
自動車部品業界用品目マスタ(041) 対応

PSLXトランザクション連携機能
作業指示データ(038) 対応
作業実績データ(044) 対応
在庫実績データ(016) 対応

PSLX対応

PSLX対応

PSLX標準

プロファイル

○○業界
プロファイル

○○業界
プロファイル

○○業界
プロファイル
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実装ガイドライン

• データ整備（ツール含む）を先行させること

• 内部のデータ構造は見せないこと

• アプリケーション間は極力粗結合とすること

• データベースは複数対応が望ましい

• 誰がオブジェクト管理者かを知っていること

• プロファイルの合意をあらかじめ得ること

• インタフェース部はロジックと切り離せること
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品目
マスタ

生産計画
APP

設計情報
管理APP

在庫管理
APP

受注
管理

スケジューラ
APP

管理
PRG

サーバ

情報の照会／回答
情報の追加
情報の修正
情報の削除

メッセージング

個別の
追加項目

個別の
追加項目

個別の
追加項目

個別の
追加項目

個別の
追加項目

情報管理
APP

マスター連携ワークパッケージ
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トランザクション連携WP

実績
データ

管理
PRG

実績管理
APP 指示

データ
管理
PRG

進捗管理
APP

スケジューラ
APP

在庫管理
APP

製造実施
APP

品質検査
APP

設備管理
APP

サーバ サーバ

計画
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システムの実装事例
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ガントチャートビューア
（生産指示ビューア）
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Excelとの連携ツール
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Excelの生成

Excelを開く

シートの定義

管理モジュール生成

スキーマ名設定

プロファイル名設定

業務ドキュメント生成

業務オブジェクト生成

ExcelのCell取得

データを内部に登録

データをファイルに出力

空欄で終了する

C#プログラムサンプル
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SOAP方式とMQ方式

• SOAP方式（Axis2）
– サーバー内にDBとのやりとりやアプリケーション

ロジックを組み込むことが可能なため、高速処理
向き。若干互換性の点に問題あり。

• MQ方式（ActiveMQ）

– データベースと含めてアプリケーションはすべて
クライアントとして実装するため、開発が容易で
単純化できる。非同期処理のためレスポンスは
遅くなる。
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メッセージ交換のしくみ

サーバ

XML

テスト環境

PPSメッセージ送受信テスト用プログラム

ActiveMQ / Apache
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生産計画：
GLOVIA SCP FA PSI / FFC

生産スケジューラ：
AST-Planner / 横河電機

プラント情報ハブ ：

アプストウェブActiveMQ / Apache

SQL Server Express / Microsoft

PSLXサーバ／MESサーバ：
ものづくりAPS推進機構

XML

XML

XML

XML

SCF2007で実施したデモ構成
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現時点での利用可能ソフト

• コンポーネント
– PPSメッセージ変換コンポーネント（C#対応）

– PPSメッセージ変換コンポーネント（Java対応）

• サンプルプログラム
– PSLX標準RDB対応データサーバ

– ActiveMQテスト用モジュール

– PSLX-Mule接続キット

• アプリケーション
– ガントチャートビューア（Javaアプレット）

– RFID対応在庫管理システム
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プロジェクト実行計画
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ロードマップ

２００８年７月 プラットフォーム計画参加企業の確定、内部開発
者向けセミナー実施（２～３回）

２００８年９月 MOF２００８（生産と設備管理のソリューション
展）にて共通コンポーネント実証実験の成果発表

２００８年１０月 共通コンポーネント仕様のフィードバック受付
完了、実開発着手（この間、開発者向けセミナー数回）

２００９年２月 相互接続用テストベットの提供、インオペにて各
社相互接続実験

２００９年３月 参加ベンダーにて商品化計画具体化、認証ロゴ
マーク決定、プレスリリース

２００９年５月 設計製造ソリューション展向けデモシステム最終
調整

２００９年６月 設計製造ソリューション展にて仕様および共通コ
ンポーネントの一般公開および実装アプリケーション展示
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プロットフォーム計画参加資格

• APSOMの団体会員（正会員、賛助会員）で

あること

• PSLX対応ソフトウェア開発のための社内リ

ソースを確保できること（のべ１人月程度）

• 今後、PSLX対応ソフトウェアをビジネス展開

の中で取り入れる予定のあること

• PSLX標準仕様に対して、ある程度の知識を

有すること
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システム開発企業の役割り

• 業務アプリケーション・ソフトウェア
– 生産スケジューラ

– 製品構成（BOM）管理ソフトウェア

– 生産実績管理ソフトウェア

– 品質検査管理ソフトウェア、など

• PSLXプラットフォーム・ソフトウェア
– サーバー製品

– ミドルウェア製品

– コンポーネント製品

– 開発支援ツール、など

多くのAPSOM
会員企業が実施

APSOMまたは

一部のベンダ
が実施

成果を
組込み
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プロジェクト体制（案）

APSOM理事会

事務局

開発会議／実装セミナー（毎月１回程度）

業務アプリケーション
開発企業

プラットフォーム
開発企業

各種委員会
タスクフォース
グループ（運営）

プロジェクトは２００９年
７月に解散する時限付
である。

アドバイザ
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解散後の知財の扱い（方針）

• プロジェクトにおいて、各参加企業が自前で
開発したソフトウェアの知的財産権は、開発
企業が有する。

• プロジェクト実施において提供されたソフト
ウェアは、そのバージョンに限りソフトウェア
の実施権および再配布権をプロジェクト終了
後も有する。

• その他については、プロジェクト実施にあたっ
て別途定めた規則およびAPSOMの知的財
産権の扱いに関する規定に従う。
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